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〔資　料〕 　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査
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〔和文要旨〕

　令和3年3月29日に県内に飛来した黄砂の影響を調査するため，令和3年3月29日から4月2日にか

けて大気浮遊じん，降下物中の放射能及び空間放射線量率を測定した。

　その結果，大気浮遊じんにおいて，セシウム－137が0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3

検出された。これは，セシウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgに相当し，志賀町で採取

した土壌の検出レベルと同程度であった。

　同期間，黄砂の飛来により，空間線量率の変動は見られず，降下物からセシウム－137及びカリウ

ム－40は検出されなかった。
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令和3年3月29日黄砂飛来時の大気浮遊じん，
降下物中の放射能

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
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　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。
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　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
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（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
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　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　Radioactivity in Fallout and Airborne Dust when Asian Dust Event Came on the March 29, 2021．  by 
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〔和文要旨〕

　令和3年3月29日に県内に飛来した黄砂の影響を調査するため，令和3年3月29日から4月2日にか

けて大気浮遊じん，降下物中の放射能及び空間放射線量率を測定した。

　その結果，大気浮遊じんにおいて，セシウム－137が0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3

検出された。これは，セシウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgに相当し，志賀町で採取

した土壌の検出レベルと同程度であった。

　同期間，黄砂の飛来により，空間線量率の変動は見られず，降下物からセシウム－137及びカリウ

ム－40は検出されなかった。

キーワード：黄砂，大気浮遊じん，降下物

令和3年3月29日黄砂飛来時の大気浮遊じん，
降下物中の放射能

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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図１　気象庁黄砂予測図（令和3年3月29日15時）図1　気象庁黄砂予測図（令和3年3月29日15時）

図２　金沢の視程と測定局１８局のＳＰＭ（令和３年３月２８日～４月２日）図2 金沢の視程と測定局18局のSPM
 （令和3年3月28日～ 4月2日）

図３　大気浮遊じんの濃度（年間調査，令和2年4月3日～令和3年4月2日）図3 大気浮遊じんの濃度（年間調査，
 令和2年4月3日～令和3年4月2日）
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　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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図5 保健環境センターにおける空間線量率
 （黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

図6　降下量（年間調査，令和2年4月3日～
 令和3年4月2日）

図7　降下量
（黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）
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　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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図5 保健環境センターにおける空間線量率
 （黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

図6　降下量（年間調査，令和2年4月3日～
 令和3年4月2日）

図7　降下量
（黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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積算流量 重量 濃度 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210 空間線量率

（m3） （ｇ） (μg/m3) (nGy/h)

3月29日  9:00 ～ 3月29日 15:58 337 0.033 98 N.D. N.D. 6.8 ±0.33 2.3 ±0.29 48.34

3月29日 16:00 ～ 3月30日  8:58 819 0.139 170 N.D. N.D. 7.0 ±0.16 1.6 ±0.13 48.71

3月30日  9:00 ～ 3月30日 15:58 338 0.089 264 N.D. N.D. 7.6 ±0.33 1.7 ±0.28 48.61

3月30日 16:00 ～ 3月31日  8:58 821 0.098 119 N.D. N.D.   10   ±0.21 1.7 ±0.13 48.72

3月31日  9:00 ～ 3月31日 15:58 338 0.050 148 N.D. N.D. 9.4 ±0.37 2.3 ±0.29 48.48

3月31日 16:00 ～ 4月 1日  8:58 821 0.037 45 N.D. N.D. 3.0 ±0.23 1.1 ±0.12 48.46

4月 1日  9:00 ～ 4月 1日 15:58 339 0.022 66 N.D. N.D. 6.5 ±0.53 1.7 ±0.29 48.39

4月 1日 16:00 ～ 4月 2日  8:58 820 0.010 12 N.D. N.D. 3.2 ±0.24 1.2 ±0.20 48.62

採取日時
（mBq/m3）

表2　大気浮遊じんの濃度，放射能及び空間線量率（黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

積算流量 重量 濃度 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210 空間線量率

（m3） （ｇ） (μg/m3) (nGy/h)

3月15日  9:00 ～ 3月19日  8:58 7,114 0.326 46 N.D. N.D. 8.0 ±0.062 1.6 ±0.038 48.93

3月19日  9:00 ～ 3月22日  7:58 5,259 0.079 15 N.D. N.D. 5.5 ±0.060 0.86±0.038 51.57

3月22日  8:00 ～ 3月26日  8:58 7,190 0.177 25 N.D. N.D. 8.1 ±0.061 1.3 ±0.035 48.54

3月26日  9:00 ～ 3月29日  8:58 5,331 0.121 23 N.D. N.D. 6.8 ±0.064 1.1 ±0.041 49.68

3月29日  9:00 ～ 4月 2日  8:58 7,108 0.930 131 0.0056±0.0012 0.068±0.020 7.0 ±0.060 1.6 ±0.037 48.58

4月 2日  9:00 ～ 4月 5日  8:58 5,330 0.156 29 N.D. N.D. 6.6 ±0.067 0.93±0.038 50.63

4月 5日  9:00 ～ 4月 9日  8:58 7,113 0.107 15 N.D. N.D. 9.3 ±0.071 0.97±0.032 48.10

採取日時
（mBq/m3）

表1　大気浮遊じんの濃度，放射能濃度及び空間線量率（年間調査，令和3年3月15日～ 4月9日を抜粋）
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　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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採取量 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210

（Ｌ ） （ｇ） (g/日)

3月29日  9:00 ～ 3月29日 15:58 0.0 0.01 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月29日 16:00 ～ 3月30日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月30日  9:00 ～ 3月30日 15:58 0.0 0.02 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月30日 16:00 ～ 3月31日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. 0.020±0.0067 N.D.

3月31日  9:00 ～ 3月31日 15:58 0.0 0.09 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月31日 16:00 ～ 4月 1日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. N.D. N.D.

4月 1日  9:00 ～ 4月 1日 15:58 0.0 0.02 N.D. N.D. N.D. 0.049±0.016

4月 1日 16:00 ～ 4月 2日  8:58 0.0 0.01 N.D. N.D. N.D. N.D.

0.04

0.05

0.12

0.03

採取日時
降下量

（Bq/m2/h）

表4　降下量及び降下物の放射能濃度（黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

採取量 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210

（Ｌ ） （ｇ） (g/日)

3月15日  9:00 ～ 3月19日  8:58 1.6 0.10 0.03 N.D. N.D. 0.16 ±0.0030 0.034±0.0020

3月19日  9:00 ～ 3月22日  7:58 18.7 0.23 0.08 N.D. N.D. 0.79 ±0.0073 0.14 ±0.0036

3月22日  8:00 ～ 3月26日  8:58 0.0 0.11 0.03 N.D. N.D. 0.16 ±0.0029 0.025±0.0018

3月26日  9:00 ～ 3月29日  8:58 1.3 0.09 0.03 N.D. N.D. 0.11 ±0.0029 0.016±0.0022

3月29日  9:00 ～ 4月 2日  8:58 0.0 0.08 0.02 N.D. N.D. 0.006±0.0009 0.003±0.0010

4月 2日  9:00 ～ 4月 5日  8:58  20.4 0.40 0.13 N.D. N.D. 0.74 ±0.0070 0.066±0.0029

4月 5日  9:00 ～ 4月 9日  8:58 0.2 0.07 0.02 N.D. N.D. 0.065±0.0021 0.009±0.0016

表3　降下量及び降下物の放射能濃度（年間調査，令和3年3月15日～ 4月9日を抜粋）

採取日時
降下量

（Bq/m2/h）




